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記者説明会（3月 9 日（月）13：30・霞キャンパス）のご案内 

 

低線量 CT 被ばくが引き起こす染色体・DNA 異常の増加は 

検出限界以下であることを初めて確認 

―CT 検査による被ばく線量低減の重要性を示唆― 

 

【本研究成果のポイント】 

・ 通常の CT 検査と低線量 CT 検査を受けた 209 症例を対象とし、検査前後に末梢血リン

パ球の DNA 損傷と染色体異常の解析を行いました。 

・ 通常の CT 検査（約 5mSv の被ばく）では、検査後 DNA 損傷や染色体異常が統計的に

有意に増加するのに対し、低線量 CT（約 1.5mSv）では検査前後で変化が見られませ

んでした。 

・ 肺がん検診での低線量 CT の使用による染色体 DNA への影響が極めて小さいことを示

す初の研究成果であり、より安全な医療放射線被ばくの管理体制の確立とともに、低

線量 CT 検診の普及に伴う肺がん死亡率減少につながることが期待されます。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科放射線診断学の坂根寛晃医師と粟井和夫教授、広島大学

原爆放射線医科学研究所の田代聡教授らの共同研究チームは、低線量 CT 検査での被ばく

により引き起こされる DNA 損傷と染色体異常を解析した結果、低線量 CT 検査の人体への

影響は検出限界以下であるほど小さいことを明らかにしました。 

現在の日本人の死亡原因で最も多いのはがんであり、このうち肺がんによる死亡が最も

多く全体の約 20%を占めています。米国の重喫煙者を対象とした臨床試験 National Lung 

Screening trial（文献１）では、低線量 CT を用いた肺がん検診では単純 X 線写真を用い

た肺がん検診と比較して肺がん死亡率が 20%低下することが示され、肺がん CT 検診が広

まるきっかけとなりました。しかしながら、低線量 CT 検査には単純 X 線検査の 10-30 倍

程度の放射線被ばくを伴うため、放射線被ばくに伴う健康被害が生じる懸念が残ります。

放射線被ばくによる発がんには、染色体異常など染色体 DNA の障害が関わっていると考え
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られていますが、これまで低線量 CT のような低線量放射線被ばくと染色体異常との関係

については不明でした。 

今回の研究では、通常の CT 検査（約 5mSv の被ばく）を受けた 102 人、および肺がん

検診において使用されている低線量 CT 検査（約 1.5mSv）を受けた 107 人の計 209 人の

参加者を対象として CT 検査前後で採血を行い、末梢血リンパ球の DNA 二本鎖切断と染色

体異常数の解析を行いました。解析には、DNA 二本鎖切断のマーカーである γ-H2AX の免

疫蛍光染色法（図 1）と田代教授らのグループが開発した効率的に染色体異常を検出する

ことが可能な PNA-FISH 法（図 2、文献 2）を用いました。その結果、通常 CT 検査後に

は DNA 二本鎖切断や染色体異常が増加することが確認されたのに対し、低線量 CT 検査の

前後では変化が見られないことが明らかになりました（図３）。 

今回の研究では、現在臨床使用されている通常の CT 検査に伴う放射線被ばくをさらに

低減する必要があること、そして低線量 CT 検査の人体への影響は現在検査可能なレベル

では検出できないほどに小さいことが示されました。これらの成果は、今後のより安全な

医療放射線被ばくの管理体制の確立とともに、低線量 CT 検診の発展に伴う肺がん死亡率

減少に繋がることが期待されます。さらに、放射線検査の被ばく線量低減のための技術開

発にも有用であると考えられます。 

 

この研究成果は、アメリカ東部時間の 2020 年 3 月 10 日午前 10 時（日本時間：2020

年 3 月 11日午前 0 時）に放射線医学関連で最も権威のある北米放射線学会誌「Radiology」

に掲載されます。 

本成果につきまして、下記のとおり記者説明会を開催し、ご説明いたします。 

多忙とは存じますが、是非ご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 
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日 時：令和 2 年３月９日（月）13 時 30 分～14 時 30 分（13 時から受付） 

場 所：広島大学霞キャンパス（広島市南区霞１－２－３） 

  臨床管理棟３階 ３F１会議室 

   

出席者：広島大学原爆放射線医科学研究所長  田代 聡 教授 

   広島大学大学院医系科学研究科放射線診断学 坂根寛晃 医師、粟井和夫 教授 
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【用語解説】 

CT: コンピュータ断層撮影法 (Computed tomography) 

 

PNA-FISH 法: PNA (Peptidic Nucleic Acid) プローブを用いた FISH (Fluorescence in 

situ Hybridization) 法により、染色体を解析する技術。染色体の中央部セントロメアと

末端テロメアを蛍光色素で可視化することにより、放射線被ばくによる二動原体染色体

や環状染色体などの染色体異常を効率的に検出することが可能となった。 

 

γ-H2AX：放射線により二本鎖 DNA が切断された場所では、ヒストン H2AX がリン酸

化(γ-H2AX)される。顕微鏡では、γ-H2AX が細胞核の中で点状のフォーカスとして検

出される。１つのフォーカスに DNA 二本鎖切断が１箇所含まれている。 
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【お問い合わせ先】 

原爆放射線医科学研究所細胞修復制御研究分野 

教授 田代 聡 

Tel：082-257-5818 FAX：082-256-7104 

E-mail：ktashiro@hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 ８枚（本票含む） 

 



図1：放射線被ばくにより誘導されたγ-H2AXフォーカス
矢印はCT検査後のリンパ球細胞核に形成されたγ-H2AXフォーカス（赤色）を示す



図2：放射線被ばくによりリンパ球に誘導された染色体異常
矢印は二動原体染色体、矢尻はフラグメントを示す
赤色：セントロメア、緑色：テロメア、青：染色体DNA
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図3：CT検査によるγ-H2AXフォーカス（左）と染色体異常（右）の増加



（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

FAX：０８２－４２４－６０４０ 

広島大学財務・総務室広報部 広報グループ 行 

 

記者説明会（３月９日(月)13時 30 分・霞キャンパス）のご案内 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和２年３月９日（月）１３時 30分～１４時 30分 

場 所：広島大学霞キャンパス（広島市南区霞１－２－３） 

臨床管理棟３階 ３F１会議室 
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検出限界以下であることを初めて確認 

―CT 検査による被ばく線量低減の重要性を示唆― 

 


